
ハーグァード大学ホートン・ライブラリー

蔵フェノロサ資料(I)一序-

村形明子

明治11年(1878)いわゆる御雇外国人としてアメリカから招かれたErnestF.

Fenollosa(1853-1908)は,今年で来日百周年を迎える。東京大学で政治学,

世腰学(社会学),理財学(経済学),哲学などを講じるかたわら,日本美術の研

究・収集で一家をなし,東京美術学校の創立から帝国博物館設置に至る我が国

美術行政の草創期に活躍したその事蹟やボストン美術館に持ち帰った海外屈指

の日本絵画コレクション等については,更めて述べる必要もないであろう。

日本のフェノロサ研究は主として美術史の分野で進められてきたが,内外英

米文学界の関心は周知のように,EzraPoundの編集により没後紹介された謡

曲および漢詩の英訳に専ら集中しているようである。事実,この高名な詩人の

仲介がなければ,MaryMcNeilFenollosaが夫の遺稿をBPochsげChinese

α乃dノ坤α乃eSeArf:α柁0州柁g〃zわりげ且αSfAsdicかgsig搾,2voIs.(1913)

のように自らの手で出版することがなかった限り,フェノロサの文学的貢献は

一第の詩集ガαSfα乃dWesf,T毎,か料制肥りl可∵A机〝おα乙周d(男短γ」鞄の那

(1893)にとどまったかもしれない。しかも,パウンドの紹介によって知られ

るフェノロサの英訳草稿は,日本語も中国語も専門的に解さなかったフェノロ

サ自身の手になるというより,むしろ日本人協力者(漢詩は森椀南と有賀良雄,

謡曲は禿木平田喜一)の原訳に全くといっていいはど依拠していたようであ
4)

る。
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バーヴァード大学ホートン・ライブラリー蔵フェノロサ資料(I)

しかし,未亡人がノ1ウンドに託した謡曲英訳遺稿が第三者の素訳にすぎなか

ったとしても,またパウンドが自ら手を加えて発表したその一部をl`re・Crea-
5)

tion"に値する改作と自負しても,フェノロサ本来の面目には無関係な筈であ

る。この場合,フェノロサの功績はむしろ彼が美術のみならず,広く東洋の思

想,文学,芸能を含む精神文化全般に向けた寛恕な関心と西洋世界に対するそ

のgerminalな影響にあるといえよう。パウンド自身,イマジスト詩人とし

てフェノロサのエッセイりTheChineseWrittenCharacterasaMediumfor
6)

Poetry"に大いに啓発され,これをAnArsPoeticaと題して称扮している。

フェノロサにとって問題なのは,東洋美術史,浮世絵史の大著以外彼自身の著

作-その大半は雑誌論文や講演である-が余り顧みられることがなく,19

世紀から20世紀への転換期に特異な生涯を生きた思想家,文筆家としての全体

像が総合的に評価される機会に恵まれなかったことであろう。
)

ノ1ウンドはフェノロサを「自覚せず,知られざる先駆者」と呼んだが,フェ

ノロサ自身は西洋世界における使徒,予言者としての自らの役割を明確に認識

していた。12年に及ぶ日本政府卸雇の任を果たして帰国,ボストン美術館中国

・日本美術部CuratOrに就任した翌年,1891年5月1日付の自己宜誓書ともいう

べきマニフェストは,当時のフェノロサの高遠な抱負と強烈な使命感を努寓せ

しめる。

1.いかに私が東洋の過去の文明に共鳴しようとも,私は今生において

西洋人であり,西洋文明発展のために私の役割を果たさなければならない

ことをまず銘記すべきである。

2.私の生涯の仕事が只の学者や好古家,あるいは単に正確な事実のた

めiこ過去を尋ねる歴史家の狭い枠にとどまってはいけないことも銘記して

おかなければならない。‥‥‥未来の形成こそ私の目的でなければならない。
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3.‥‥‥予言者,改革家としての使命において,……私は主題を哲学的

に把える自分の力を利用し,明快にして深遠な理論に拠って世に訴えなけ

ればならない。……冗長を避け,軽妙で機知に富むというわけにはいかな

いから,文体の文学軋卓越を魅力の源泉とし,私の著作の一片一片を時宜

的熱弁ではなく芸術的珠玉にしあげなければならない。そうすれば,その

価値は永遠のものとなるであろう。

5.……私はヘーゲル研究に立ち帰り,現代心理学の進歩について情報

を得,それらを仏教神秘主義〔密教〕の基礎の上に総合しなければならな

い。ここに知的基盤を確立した後,この出発点を通って悍ることなく密教

観の土台から建設に向かうことができるだろう。私はここで説教師となり

予言者となって,人間の経験の中のあらゆる高尚なもの,鼓吹的なものに

訴えなければならない。守備にまわるのではなく攻勢に立ち,キリスト教

説教師の専門用語や公式でも東洋の仏教のそれでもなく,その双方を人間

的経験と理性との共通の普遍的言葉に翻訳しなければならない。

6.この項目の下に,私は仏教および東洋的観念性一般の歴史的理論的

知識の利用を許されねばならない。

9.私は全空間芸術における芸術的創造の完全で緊密な理論を展開し,

これと音楽や詩との類似や相違を明らかにすべきである。そして,これら

のあらゆる技術的な点を東洋および西洋美術の実例によって例託しなけれ

ばならない。

10.しかし,ここで私は芸術的観念性が主題の要素に属する度合と方法

の問題を解決しなければならない。ここで宗教論を援用し,全体的社会機

能に対する芸術の関係を強調しなければならない。そしてここに,今日い

かなる主題が対象として価値をもち,また採択を待っているかを大衆のた

めに新たに認識する私の仕事の可能な範囲が含まれるのである。このよう
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な実際的方法における高遠な著作を通じ,アメリカ的精神や状況の最高の

潜在的理想を把え,それらを実現するための実験的努力に役立つ批評を行

うことで,私の力を発揮しなければならない。ここで,私は国民のための

実際の予言者とならなければならない。

12,……芸術の機能は貧者の運命に光明と喜びをもたらし,社会的再編

成は日本の農民のように趣味洒養の余暇を与えるものでなければならな

い。……何よりも我々の理想に菩薩精神を発展させ,それを現代人におけ

る化身とともに高遠な非人格的形式において表そう。平和,寛容,人間的

協約や調停,同胞愛に役立つあらゆるものを賛美しよう。こうした個人的

社会的諸原則が自然のあらゆる美しく意味深いものに象徴されるのを見る

ことを,東洋から学ぼう。美しい風景の言葉で説教をし,心にくい花の表

現を通じて精神的香油を施そう。装飾におけるすべての暗示に予言の尊厳

を与え,我々のまわりの新たな芸術を,これを美化する精神的力で半ば非
3)

物質化された新しい自然に作り上げようではないか。

筆者は本年1月25日急逝された美術史家隈元謙次郎氏の卸依頼で,バーヴァ

ード大学ホートン・ライブラリー蔵フェノロサ資料一上記の引用はその中の一
9)

点から-の編集・邦訳の仕事に数年来協力させていただいてきた。後出のよう

に,同資料には図画教育調査会,東京美術学校,奈良・京都の古社寺宝物調

査,帝国博物館等美術行政全般にわたるフェノロサの係り合いに照明を与える

資料や,従来抄訳ないし大意の形でごく部分的にしか知られなかった鑑画会等

における諸講演の草稿が含まれており,美術史の分野における従来の盲点を埋

めるものとして貴重である。また,フェノロサの芸術論はFineArtsの一部
10)

門としての文学論,特に詩論を包含しており,京都で詠んだ"OdeonRe-
11)

incarnation,''東京高等師範学校における英語講義"PreliminaryLectureson
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12、

theTheoryofLiterature"などとともに英文学の観点からも興味深いものが

少くない。内外におけるフェノロサ再認識の動きに一つの契機を与えるもので

あろう。

本稿が故隈元氏に託された同資料のマイクロフィルム焼付コピーに基いてま

とめたものであることをお断りするとともに,このささやかな一文を氏の御生

前完成に至らなかった同資料刊行を目ざす努力の一環として加え,氏の学愚に

報いたいと願うものである。またこれまで同資料原文を紹介する機会がなかっ

たが,今後本誌の頁をお借りして未紹介のtranSCriptionを発表させていただ

き,諸兄の御批判を仰ぐことができれば幸甚である。

1)小高根太郎「アーネスト・エフ・フェノロサの美術運動1～3」『美術研究』(昭和

16年2～4月),久富貢『フェノロサ,日本美術に献げた魂の記録』(理想社,昭和32

年),栗原信一『フェノロサと明治文化』(六芸書房,昭和43年),隈元謙次郎編『御雇

外国人・美術編』(鹿島出版会,昭和51年)所収拙稿「アーネスト・フェノロサ」な

ど。最近埼玉大学教養部山口静一氏が綿密な資料調査に基く意欲的諸研究を同大学紀

要(人文科学鼠外国語学文学鼠HERON,昭和46年～)に精力的に発表され,注

目を集めておられる。それらの抜刷をお送り下さった同氏に感謝と敬意を表したい。

2)Cα摘のかのdα′わ犯3秒ggrαPo祝乃dカγ兢emOSりαr♪・0刑摘g乃0ねS〆摘eαfe

gr柁eSダg乃OJのαα邦が摘gdgcわ加γわ郡〆Proゐ郎γ3〟0㌢α乃dAr如(London:E

Mathews,1915);CertainNobLePlaysqfJgpan,jTomthemanuscriptsdErnest

Fe乃OJ短玖C加抽昭の通ノ玩料ねd互臣離間上れ棚通,料兢離日崩仰転血物わり甑肱m

ButlerYbats(Churchtown,Dundrum:CualaPress,1916);Noh,OrAccompli

S短根雨,dS〟み〆彷eCJ瓜前d5鞠が㍗rカ砂川,砂gr乃gS≠ダe乃OZわSαα乃dggrα

Pound(Lorldon:Macmi11an,1916).

この方面の最近のすぐれた研究である長谷川年光氏「フェノロサーパウンドによる

謡曲『錦木』の英訳をめぐって」『英文学評論』35(March,1976),YukioOura,

"PurgatorialDreamingBackinYeats'sDreamiナ智qftheBones,"TheHumanities

24(1978),大浦幸男氏編『イェイツの世界』(山口書店,昭和53年)所収長谷川年光

氏「イェイツと能一夢幻劇の構造と劇作法をめぐって」に接し,今後の筆者自身の研
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究のあり方について貴重な示唆を得させていただいた。また山口静一氏「フェノロサ

の能楽研究-アメリカにおける能楽論講演を中心として-」HERON,11(1977),高

田美一氏「詩の媒体としての漢字考-パウンドの芸術論の背景に関する考察りヾウン

ドVS.フェノロサ」『跡見学園女子大学紀要』10(昭和52年)に学ぶところが多い。

3)SidneyMcCallのペン・ネームをもつ女流作家として,Outqf'theNest;aflをht

げひ飢闇(1899),ガ料料城押,仏日短軸叛/〟禄,ざ那切とmdjわれ(1901),Tm純

血融〝い=佃融(1901),T如月rgα的げ摘gGoゐ(1905),r如∂γ呼0乃Pα柁ねr

(1906),Rgd肋得β鍋JJ(1909),βJのSO椚Sカ・0m〃カタαれ伽G那加;qぬ戎〆

Child-VerSeS(1913)等の著書がある。CaldwellDelaney氏(前川哲郎氏訳)「フェ

ノロサ夫人と日本」(昭和53年11月2日,大津市主催フェノロサ来日百周年記念講演

会)参照。

4)フェノロサは日本美術研究の初期から,東京大学学生岡倉覚三や有賀に文献の英訳

を依頼していた。再来日期の謡曲の英訳については,東京高等師範学校卒業後同付属

中学教師としてフェノロサの同僚であった平田の下訳に頼った。平田およびそのフェ

ノロサとの関係については後記参照。

謡曲の原作とパウンド=フェノロサ訳との相違はしばしば指摘されてきた。パウン

ドが「中国はfurldamentalだが,日本はそうでない。…・・・フェノロサの日本関係遺

稿に興味深いものがない,という意味ではない‥・…が,中国は充実している」(Pound

toJohnQuinn,10January,1917.D.D.Paigeed.TheLeuersqfEzraPound:

1907-1941〔London:Faber&Faber,1950〕,p.155)と言ったのは,漢詩と謡曲の

訳稿自体の質的優劣に帰すべき点も少くないのではないだろうか。東京帝国大学漢文

学教授森やフェノロサの翻訳助手としてヴェテランの有賀の協力を得た前者と,既に

文壇に活躍していたとはいえ,能楽は専門外の平田の下訳にすぎない可能性の強い後

者とを比較すれば,開きがあるのは当然であろう。このことは,後記に引用した平田

自身の回想からもある程度察せられる。

5)PoundtoHarrietMonroe,31January,1914,TheLetters,p.69.この部分を矢

野峰人民は「この翻訳が単なる翻訳の範疇に入れらるべきものでなく,正に『再創

造』(recreatin)の仲間入りをすべきであると説いた」ものと解釈されている(「フェ

ノロサと平田禿木一能楽の英訳をめぐりて-」『日米文化交渉史』4.木村毅編「学

芸風俗編」〔昭和30年,洋々社〕.465頁)。しかし,同じパラグラフで,パウンドは

"TheearlierattemptstodoJapaneseinEnglisharedullandludicrous.That

youneedn'tmentioneitherasthepoorscholarshavedonetheirbunglingbest.

-83-



ハーグァード大学ポートン・ライブラリー蔵フェノロサ資料(工)

Onecannotcommendtheresults.Thebestplanistosaynothingaboutit.

Thispresentstuffranksasre-Creation."と喝破しているのである。パウンドのい

わんとするところは"myre-Creation"の意味であろう。

6)このいわゆる「漢字考」におけるフェノロサの先駆的ヴィクトリア朝詩文批判の側

面を,「編者の威光から解放」して再評価しようとする最近の指摘は,一考に値する

のではないだろうか。LoyD.Martin,``PoundandFenollosa:theproblemof

influence,"criticalQuarterly,ⅩX,1(Spring,1978),p.59.

7)Forewordto71カ♂Cカi乃お♂Wrifね乃Cカのどねγが〟〟gdi〟mカrP8g舞γ(1936).

8)Imusttakeab′・OadviewofmypositioninAmerica.

1st.First,Imustrememberthat,howevermuchImaysympathizewiththe

pastcivilizationsoftheEast,IaminthisincarnationamanofWesternrace,

andboundtodomyparttowardthedevelopmentofWesterncivillization.

2d.Imustalsorememberthatmycareermustnotbethenarrowoneofa

merescholarorantiquarian,Orahistorianwhoburrowsinthepastformere

accuracyoffact.ImustcastmydesiretocompetewithEuropeanauthorities,

asagreatscholarinthehistoryofJapaneseart-Imustfeelthatallmykrl0W-

ledgeofart,theoreticalandpractical,andofitshistory,isonlysomuchcapital

forrealizingactualproductionnowinthepresentandhereintheWest-lmust

alwaysdeduceitspracticallesson,andtreatofourmaterialsaspracticalmodels.

Tomouldthefutureoughttobemyaim.

3d.Butinmymissionasprophetandreformer,Imustkeepclearfrompolitics

andparties,andrelyonreason.Imusthereutilizemypowerofgraspinga

Subjectphilosophicauy,truStingtothecombinedclearnessandprofundityofmy

reasoningtoobtain.ahearing.Butitwi11notdotodegenerateintoamerelY

philosophicalwriter-Imustavoiddulness;andsinceIcannotbelightand

Witty,Imustrelyforattractivenessonliteraryexcellenceofstyle;andmake

everybitofmywriting,nOtanOppOrtuneharangue,butanartisticgem-In

thiswayitsvaluewillhavepermanence-

4th.TobetrulyAmerican,Imustlearntoseizethepeculiarelementsofexce1-

1encewhichlieintheAmericancharacterandintellect-Ioughttobealeader

Ofpeople.

5th.Inthisbroadwayofworking,theremustbenoattempttoignorethegreat
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theoreticalgroundwork-Imustdemonstratemyrighttobeapowerintheworld

Ofphilosophicalopinion.ImustgobacktomyworkonHegel,Imustinform

myselfonpresentpsychologicprogress,andImustbringthemtogetheronthe

basisofBuddhistmysticism-Here,havingestablishedintellectualfoundations,I

mayafterwardpassbeyondthisbeginning,andfeaIlesslyconstruCtOnthebasis

Ofthemysticalview-Imustherebecomeapreacherandaprophetappealingto

allthatisnobleandinspiringinman,sexperience;nOtStandonthedefensive・

butontheaggressive;nOtWiththenomenclatureandformulaeofChristian

PreaChers,nOrWiththoseofEasternBuddhism;buttranslatingbothintoa

COmmOnuniversallanguageofhumanexperienceandreason-

6th.Underthishead,Imustbeallowedtoutilizemyhistoricalandtheoretical

knowledgeofBuddhism,andofEasternidealitylngeneral-

Underitalso,Imustutllizemyknowledgeofsocidogicaldymamics.Imust

developeinoutlineaphilosophyofhistory-andunderthismustcomeina

thoroughreconciliationbetweentheindividualitywhichliesatthebasisof

Creativeeffortandofdemocraticorganization,andthesocialityandbrotherhood

Whicharetheverysubstanceofspirituallifeandorganization.

7th.ButitisinthedirectionofFineArtthatmymostimportantpractical

WOrkmustbedone-IoughttotrytomakemyselfthewriteronFineartin
moderntimes.Imustalwaysbemoreofauh・iter,thanapractiser,OranaCtual

educator,Inpracticalmattersmyfunctionshouldbethatofatruecritic.

8th.Ishouldfoundmytheoryofartintheverydepthsofmysticalindividual

humanfaculty,andinthelawsofthesociologicdevelopmentofhistory-Ishould

giveittheverygreatestbreadthandscope-AndIshouldmakemyknowledge

JfthefIistoryofEasternart,Onlysomuchexampletoenforcemyuniversal

precept-Ishouldalsopointoutwhen,andinhowfarWesternarthasbeen

thusprofoundlybased,andwhatareitsshortcomlngS-

9th.Ishouldunfoldthewholeintimatetheoryofartisticconstructioninallthe

SpaCeartS,enforcingfullyanalogleSanddifferencesbetweentheseandmusic

OrpOetry-AndIshouldillustrateallthesepointsoftechniquewithactual

examplesofEasternandofWesternart-

10th.ButhereImustsdvetheproblemoftheextentandthewaylnWhich
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artisticidealitybelongstotheelementofsuuectassuch-Herethereligious

theorymustbemadetodoservice;andheretherdationofarttocomprehen-

Sivesocialfunctionsmustbeenforced.Andherewillcomeinapossiblebrea-

dthofmywork,inrealizinganewformenwhatsubjectsareworthyofand

Waitingfortreatmentatthepresentday-Throughloftywritinginthispractical

Way,SeizingthehighestlatentidealsoftheAmericanmindandsituation,and

helpfullycriticisingtentativeeffortstorealizethem,mypOWermuStCOme-Here

Imustbeanactualseerformyrace-

11th.Stillmoreminutelypracticalwi11comeinmyeffortstopromotegoodart-

educationrmyanalysisofconstruCtiveartmustfurnishthekeytoaprogressive

theory;andthewealthofmodelinourmuseums,EasternandWestern,muStbe

siftedtofurnishexamples.Herethetaelofinfinite,tentativeeffortmustcome

intoplay;eSpeCiallyinadaptingsuchsystemtotheyouthfulintellect,andgeneral

educationalconditionsofthepublicschooIs.

12th.But,Sinceinthelongrunthepowersuccessfullytopursueanyhighideals

dependsoncharacter,theartfunctionmustbedulysubordinatedto,Orrather

Synthesizedwith,alleffortstowardmoralandpoliticalconstruction.Wecannot

ignorethegreateconomicalquestionsoftheday,nOrtheterrificproblemof

theworld'ssuffering,Sin,anddisease.Anyundueartdevdopmentwhichturns

awaythemindfromsympathywiththesemustbeafailure・Butthefunction

Ofartmustbesousedastobrighterlandgladdenthelotofthepoor,SOCial

rearrangementgivingthemleisuretocultivatetaste,liketheJapanesepeasarlt.

Bygivlngthemmorehighlyskilledmanualandartisticeducation,WeShal1

alsogivetheseverylaborersthepowertoassistinthebeautifyingofourcities

andhomes.Butchieflytheveryreligiousidealswhichshouldbethebodyand

inspirationofthisnewartshouldbebrolh"hoodandsacrijTce.AsMilletdignified

thepeasant,letusexpoundtheactualgloryofallcommonhumannature.Let

usrepresentthepovertyofChrist'ssurroundingS,andletuserectintonew

ChriststhegreatphilanthropistsofthedayqLetusabovealldevelopeirl0ur

idealstheBodhisattvaspiriトーLetusdepictitinitslo土tyimpersonalforms,aS

wellasinitscontemporaryhumanincarnation.Letusglorifyallthatmakesfor

peace,tOleration,humanconventionsandarbitrations,brotherlylove-Letus
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leaTllfromtheEasttoseetheseindividualandsocialprinciblessymbolizedby

everYbeautifulandsigrlificantthinginnature,Letuspreachsermonsinterms

Ofbeautifulscenery,anddispensespiritualbalmfromourdelicaterenderingsof

flowers-Leteverysuggestioninourdecoratiohbedignifiedbyitsprophecy-

LetusmakethenewartaboutusanewnaturehalLdematerializedbythe

Spiritualforcewithwhichitistransfigured-

Maylst,1891

(挿図3参照)

9)同資料の日本額介の経緯については隈元謙次郎編・村形明子訳「ハーグァード大学

ホートン・ライブラリー蔵アーネスト・フェノロサ資料・I」(『三彩』327)まえが

さを参照されたい。筆者の拙訳・注解は同誌に昭和50年1月～52年3月,12回にわた

り連載された後,隈元氏の御病気その他の事情から中断された。詳しくは後出カタロ

グ付記参照。

10)Murakata,"ErnestF.Fenollosa'sPoemsfromJapan,"F光華学会会報』(昭和53

年5月),pp.31-32.

11)Murakata,"ErnestF.Fenollosa'S`Odeon.Re-incarnation,"'HarvardLibra′γ

Bulletin(January,1971).前掲記念講演会拙講「フェノロサの輪廻に関する壇吉寺」。

12)r英文学評論」次号所収拙稿「フェノロサの「文学真説J-ハーグァード大学ポー

トン.ライブラリー蔵遺稿(Ⅱ)-」。

ホートン・ライブラリー蔵フェノロサ遺稿は大半が鉛筆書の手稿で,一頁に

満たない断片から百頁以上のほぼ完全な論考を含む雑多な構成をもつ。年言己の

明らかなものは1879年7月から1900年12月に及び,フェノロサのいわゆる御雇

時代,帰米後,日本再訪期を包含する資料であることが分かる。

同ライブラリーの登録番号によれば,bMS;1)Am1759(1)-(61;2)Am

1759.1(1ト(3);3)Am1759.2(1)-(110)の約119点からなり,Dr.Ernest

GoodrichStillmanが1920年1月ニューヨーク市WalpoleGaileriesで購入し

たものとされている。1)と2)は以前からRareBooksandManuscripts専

門の同図書館に登録されていたが,全体の大半を占める3)は同大学総合図書
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館ワイドナー・ライブラリーの一隅に眠っていた分が1971年になって発見され,

同年7月ホートンに移管されたものである。今日フェノロサのdefinitivebi0-

graphyというべきPbnollosa:iheFarEastandAmericanCulluye(1963)

の著者LawrenceW.Chisolmが巻末bibliographyに"WalpoleSales

CatalogueNo.139,Jan.27andJan.28,1920,NewYorkCitylists`Library

andMSS.ofthelateProf.ErnestF.Fenollosa'onpp.7-19,50-60,

approximately200items"と言及しながら,明らかにその実物を見ていないの

は上記の事情によるのであろう。

1)h3)を通じて多くのMSSに二種の蔵書票一フェノロサ末l=人MaryMc-

NeilFenollosa(SidneyMcCall)の署名入りのFromtheLibraryofProfessor
l)

ErnestF.Fenollosa,at"Kobinata,''SouthernAlabamaと印刷されたもの

(挿図1)とハーグァード大学図書館StillmanJapaneseCollectionの一部であ
21

ることを示すもの(挿図2)-が見出される。また一部にJuly-October,1909

の年記をもつメアリのメモが見受けられることから,1908年9月夫の死後遺稿

を整理した彼女が,ロンドンでパウンドに託した以外のこれらの草稿を1920年

ニューヨークで競売に付したこと,これをスティルマン博士(1908年ハーヴァ

ード大学医学部卒業)が購入し,後に母校図書館に寄贈したらしいこと等の事

情がうかがわれる。競売目録の項目と思われる切抜きも,所々に添付されてい

る。

内容的に,これらの草稿は大ざっばに以下のように分類されよう(詳しくは

後出カタログ参照)。

1)講演,講義,報告書等(完全稿・中小断片・要旨・概要等)

2)日記,調査メモ,詩

3)私信,覚え書

4)雑誌などに寄稿した論評・書簡等
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5)翻訳・聞書

6)岡倉覚三書簡・草稿

多くの項目に,同遺稿整理のいずれかの段階で作成されたものと思われるタイ

プスクリプト(必ずしも正確な解読でない部分や脱落もある)が付随している。

MS.のみの分については,筆者の解読によるTS.を作成した。

ホートン・ライブラリーの整理状況について一言すれば,3)の移管に際し,

"ManuscriptstransferredFromTheWidenerLibrary,July1971"と題する

12貢のカタログが作成されている。これは全体をI.フェノロサ自筆稿Ⅱ.

書簡(フェノロサ宛のものを含む)Ⅲ.フェノロサ以外の筆者の草稿に大別,

各項の表題・形状記述に所々略注を付したもので,年記の誤読も二,三あり,

ChronologiCalarrangementや項目間相互の綿密な照合はなされていない。大

項目(例えば,後出[72]や[97])の中に新たな分類項目を立てるべきもの,

他の関連項目の下に組入れるべきものが混在していたり,共通項目の下にまと

めるべきものや同一項目のMS.とTS.とが別々に切り離されていたり,断

片が誤って別の項目の一部として紛れこんでいたり,かなり雑然とした外観を

呈している(後出カタログでは,これらの点の改善を試みた)。

ここでは便宜上,全体を工.日本時代-御雇時代(1878-1890)および再

訪期(1896-1901)で,当然最も我々の関心を引く-とⅡ.アメリカ時代

(1890年8月以降,日米間を往復した再訪期を含む)に大別してみた。年記や

場所の明記がない大部分の項目についても,internalandexternalevidence

から上の分類が大体可能であった。

日本時代の草稿はA,美術教育関係(図画教育調査会一東京美術学校一欧米

視察),A*.岡倉天心関係,B.宝物調査と博物館関係,C.鑑画会その他講演

等,D.その他美術関係,E.仏教その他,F.再訪期に七大分した上,各分類

内の項目は年代順に配列した。多岐にわたる公私の活動を平行的に展開してい
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た勧雇時代の草稿を一律に年代順に列記するよりも,内容の把握のためにはこ

の方が適当と考えたからである。アメリカ時代の資料は一応年記の明らかなも

のとそうでないものとに大別したにとどまる。見落し,分類違い等不行届きの

点も多々あろうと思うが,諸兄の御叱正を乞いたい。

故隈元氏は日本近代美術史研究の観点から重要度の高い項目を優先的に逐次

邦訳して行く,という編集方針をとっておられた。今後編集整理を進める上の

全体的指針を得るため,筆者自身の覚え書として以下のカタログの形にまとめ

てみた次第である。表題,注記は原則としてホートン・ライブラリーのそれを

尊重しながら,筆者の改訂・補足を加え,既に拙訳その他の形で紹介された一

部について関係事項その他を付記した。-項目の草稿余白に偶々別件の重要と

思われる書込みのある場合(例えば[91],[98])も明言己し,項目間のCrOSS

referenceも必要に応じ記した。

挿図2





バーヴァード大学ホートン・ライブラリー蔵フェノロサ資料(工)

1)「コビナタ」とは,フェノロサ夫妻の東京小石川小日向の仮寓(1899-1900)に因

んで,アラバマ州モビpル市郊外SpringHillの自邸に冠した名である。

2)鳥居の間に富士を望むデザインで,ハーグァード大学図書館で日本関係の英文著書

を操るとよく目についた懐しい蔵書票である。

挿図写真について東京国立文化財研究所美術部閑千代女史の御協力に感謝する。

(昭和53年8月31日)

(後記)

本稿脱稿後,蜂谷昭雄編集委員から,御示教を得た新刊書により,平田禿木

が第三高等学校において短期間ながら教鞭をとったことを知った。調査の結果,
1)

明治42一大正2年(1909-1913)英語教授として在任したことが確められた。

京都大学英文科初代教授上田敏が一高で1年下の『文学界』同人,東京高等師
2)

範学校の同僚教授であった平田を招いたのだという。晩年の8年を京都で終え

た上田が必ずしも幸福でなかったとすれば(明治43年2月1日付,森顧外宛書

簡),平田は2年足らずで東京へ逃げ帰ったことになる。

平田の回想によれば,

「自分が先生を知ったのは,その晩年2回の最後の来朝時代においてであっ

た。その第1回は,ある事情のため,その完成に多大のカを尽くした,ボスト

ン博物館日本部長の位地を去って,諷然とまた懐かしの日本へ訪ねて来られた

のである。不遇の先生に同情して,お茶の水高師の英語,英文学の講師として

先生を起用したのは,先頃亡くなられた藁的治五郎先生である。(中略)自分は

一高を途中退学して,同校の英語専修科へ辿り着き,漸く卒業して付属の教師

となったばかりで,嘉納先生の命で,一種の介添として,先生の会話教授の席

へ立ち会ったのである。(中略)次が謡曲研究で,故実翁指導の下に:九晦葛六郎

を招いて羽衣の稽古にかかった。月1回の梅若の能へも,特に舞台正面前へ席

を取って欠かさず出かけたが,多くの観客のうちに,あれほど真剣な態度で自
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分の技を見てくれる者はないと,実翁も云っていた。番組の曲は,自分の口授

で一々その梗概を用意して行った。羽衣だけは一曲上げて相当に謡われたが,

訳の方もこれだけは全曲逐次訳で出来上がった。その他の曲では,鏑木に非常

な興味をもち,これも幾分訳しく訳したが,どことなくロゼッティの面影があ

ると云って喜んでいた。謡曲の掛け言葉にも興味をもち,メーテルリンクはそ

れを思想の上でやっていると云われたが,あとで「ペレアスとメリサンド」な

どを味読して,その卓見に感服した。以上の訳稿は後フェノロサ夫人からエゾ

ラ・ノ1ウンドを経てイェーツの手へ渡り,その「日本能劇選集」となって限定

版でアイルランドで出版され,やがてその「鷹の井」その他,舞踊を取り入れ

た氏の新劇数蔦を生む機縁となったので,蕪雑な自分の青年時代の努力も全然

無益でもなかったといささか嬉しく思った。

万三郎,六郎両氏の舞台姿もカメラへ収めて先生はアメリカへ帰ったが,帰

米早速にこの日本能楽を主題に米国各地を講演してまわって,多大の成功を収

めたらしい。1,2年してまた来朝し,米国の知識社会は今,絵画のような目に

訴えるものばかりでなく,心に訴える東洋文学に目覚めるようになって来た。

今度はこの方面を開拓するつもりであると,森椀南氏に請うて,自分を介添に,

詩を主とする支那文学史を講じてもらうことになった。ちょうどこの頃のよう

な盛夏であったが,先生は毎日のように,その滞在していた横浜のホテルから

出て来て,赤坂霊甫坂の旧枢密院議長官舎,当時の帝室制度調査局へ寄って,

その一員としてそこへ出勤していた桟南先生の講義を聴いた。椀南先生の該博

な学殖,その博覧強記にも驚いたが,何らの草稿も持たず,ただ実例となるべ

き詩の選集を前に,滑々と歴代の推移を述べ立てるその能弁にも舌を捲いた。

かくして真一と月はどの努力を続け,秋風立ち初むる9月半ばに立って行かれ

たので,その時横浜埠頭で枚を別ったのが自分が先生と相見た最後であったの
3)

だ。(後略)-〔現代仮名遣いに訂正〕」([昭和]13年7月30日)
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1)「明治42年9月7日任教授,学習院教授平田喜一」F放水会雑誌』(明治42年),

鮎頁。平田は亜年1月31日付で休職(同誌44年.131頁),大正2年1月30日「休職満

期二付キ退職」した(同誌大正2年,13頁)。

2)矢野峰人氏『日本英文学の学統一退遥・八雲・敏・禿木-』(研究社,昭和36年),

201頁。

3)「フェノロサ先生」『文芸春秋』第16巻15号(昭和13年9月),41-43頁。
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TheErnestF.FenollosaManuscriptsatthe

HoughtonLibrary,HarvardUniversity

byMURAKATAAkiko

Editor,sNote

11nthefdlowingcatalogue,thesimplyparethesizednumbersshowthe

HoughtonLibrarycataloguenumbersundertheentrybMSAm1759.2;()O

and()lreferrespectivelytotheentriesAml759andAm1759.1.

2TheerasedorcancelledwordsbyFenollosa,ifsigni丘cant,arereprOduced

betweendoubleverticalbars.

3Squarebracketsenclosemyeditorialinterpdation.

4Articlespublishedinr三彩.1(theSansai),Citedbelow,areprOductsof

COllaborationbythelateKUMAMOTOKenjiroandthepresenteditor.

I.TheJapaneseManuscripts,relatingtotheyears1878-90and

1896-1901

A.Papersandlettersonarteducation(TokyoArtScho01-FineArts

Commission);theheadingBmayoverlapsomeentriesunderthis.

AdvantagesanddisadvantagesofintroducingJapaneseDrawingintoPublic

SchooIs.〔Outlirleandadraftofthepaperpresentedatthemeeting,6

December,1884,OftheCommitteetoStudyArtEducation,Ministryof

Education〕.(6&7).

A.MS.3p.&6p.

〔ReferredtoinOkakura'slettertoFenollosa,A8-b)below.〕以下四編文
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部省図画教育調査会用試案。「日本式毛筆画を公立学校に採用することの得

失」『三彩』329(March,1975),pp.63-65・

〔Evaluatingdrawing〕.〔Anotherpaperpresentedbeforethesamecommit-

tee〕.13December,1884.(27).

A.MS.5p.

「図画の用途と方法」『三彩』329(March,1975),pp.65-66.

TheImportanceofArt.〔C.Early1885〕.〔Anotherpaperpresentedbefore

thesamecommittee?〕(38).

A.MS.15p.

「美術の重要性」『三彩』355(March,1977),pp.94,96.

RemarksonArtMethod.April,1885.〔AIlOtherpaperpresentedl虎rore

thesafnercommittee〕byProfes馳rFenollesa.(83).

〔DatedTS.withslightrevisionsof"DTawinginEdtlCation."(22);A・MS.

10p.〕.9p.

「美術的方法に関する意見フェノロサ教授」『三彩』329(March,1975),

pp.66-69.

LettertotheEditoroftheNation〔January1886?〕(104).

A∴L7p.

〔Theproposalsforanew鮒tadministrationinJapan〕.〔Before23March,

1886〕.(79).

A.MS.8p.

AbstractofSubjects・forReport.〔C.Firsthalfofl886〕.(72).

A∴MS.2p、

CommentsontheUn丘nishedReportof1886.Begun2December,188.

(16).

A、MS,5p.
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〔ReportofFineArtsCommission〕.〔C.Ehdof1887-1白88〕.(86)、

A.MS.13p.

TheFineArtsCommissionto已uropeandATnerica.〔C.1888〕.(28).

A.MS.7P.

Lettersto〔MORIArinori(1847-1889),MinisterofEducation〕;

a)〔Before8February,1888〕.(72,85,&102).

A.L.〔disguisedasathirdperson〕.8p.(ofwhich4p.areoverlapping

fragments).

〔ReferredtoinOkakura'sletter,A*-C)below〕.

「森有礼宛書簡」『三彩』331(May,1975),pp.97-98、

b)〔After8February,188即.(1()1+78,"ProposalsforthenewFineAfts

Acaderny").

A.L.4p.+11p.

「森有礼宛書簡」『三彩』331(May,1975),pp.96-97+334(July,1975),

pp.59-61.

前者の末尾の最後のパラグラフに相当する部分は下記(105)を誤って接

続・訳出したもので,本来後者に連続すべきものである.

L・ettertO〔ITOHirobumi(184ト1909),PrimeMinister〕.〔AfterlOFebruary,

1888〕.(103).

A.L.3p.

「森有礼[伊藤博文の誤り]宛書簡」『三彩』331(May,1975),pp.98-99.

Letterto〔KANEKOKentaro(1853-1943),Fenollosa'spersonalfriendand

advisortoIt・0〕.〔C.Priortowritingtheaboveletter〕.(99),

A.L.4p.

〔Notesrelatedtbtheaboveletters〕.〔C.EarlyFebruary,1888〕.(97).

A.MS.1p.

注解『三彩』334(July,1975),pp.64-65.
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Letter,fragment.80ctober,1888.(105).

A.Ls.1p.

前掲「森有礼宛書簡」『三彩』331(May,1975),p.97.

PlansfortheArtSchool:miscellaneousdraftsandfragments.〔C.1888-

89〕.(72).

a)Departments〔andplans〕.A.MS.5p.

b)〔Buildings〕.A.MS.1p.

C)〔ArtSchooIs〕.A.MS.2p.

d)〔Listofexpenses〕.A.MS.2p.

e)〔Regulations〕.A.MS.1p.

f)Diagrams,draftsandsketchesonline,nOtanandcolor.A.MS.70p.

OutlineofaSchemeforEducationinDrawing.(74+72).〔C.1888-89〕.

A.MS.5p.+2p.

LecturesattheArtSchool;

a)〔AddressonarteducationinJapan;Openinglecture〕・〔C.Lastweek,

February,1889.〕(5).A.MS.13p.

b)〔ThefutureofJapaneseart〕.〔C.1889〕.(33).A.MS.5p.

TheCenturyGa11eryofItalianMasters:1etterto〔theEditorofaJapanese

magazine?〕;SymOpSisofStillman'sArticleonCole.C.February-March,

1889.(15+90).

A.L.6p.+A.MS.1p.

Cf.W.J.Stillman'sarticlesandTiInOthyCole'swoodblockreproductions,

CenturyMagtlZine(November&December,1888;January,1889).

FrederickHarrisononModernArt;SynOpSisofArticleon〔''AFew

Wordsabout〕PictureExhibitions,"〔NineteenthCenluY3,(July,1888),

pp.30-44;「絵画博覧会論」『官報』(明治22年3月26日-4月2日)〕.

C.March,1889.(30).
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A.MS.11p.

〔WhytheWesternstyleofpaintingshouldnotbetaughtinJapanese

SChooIs〕.〔C.1888〕.(110).

A.MS.〔inanunidenti丘edhand〕7p.

「何故西洋画法は日本の学校で教えるべきではないか」『三彩』329(March,

1975),pp.69-70.

A*.LetterstoFenollosafromOKAKURAKakuzo(1860-1913),Fenollosa's

StudentatTokyoUniversityandco11eagueinartadministration.

a)5December,1884.(106).A.L.S.8p.

「フェノロサ宛岡倉天心書簡」『三彩』327(January,1975),pp.61-62.

b)8December,1884.(107).A.L.S.11p.

「フェノロサ宛岡倉天心書簡」『三彩』327(January,1975),pp.62-64.

C)8February,1888.(108).A.Ls.3p.

「フェノロサ宛岡倉天心書簡」『三彩』327(January,1975),pp.64-65.

d)〔ThecurriculumoftheArtSchool〕.〔C.1888〕.(109).A.MS.2p.

B.InvestigatingtemplearttreasuresandpreparingfortheImperial

Museum

〔DescriptionofpaintirlgSandotherartobjectsofelevenKyototemples〕.

3-7August,1884.(1)1.

A.MS.〔withsketches〕.184p.

〔Listof28Kyototemplesandtheirartobjects〕.〔C.1884;relatedtothe

above〕.(6)0.

A.MS.27p.

〔ReportonresultofexaminationofNaratemples〕.〔C・May,1886〕・(62).
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A.MS.4p.

tR軸OrtfromKyoto;Sequeltdthe.ab帥e〕.tc.May-Jun命,1由6〕.(70).

A.MS.4p.

〔ProposalsfortheImperialFineArtsMuseuTh〕.〔C.July-August、,18笥6〕.

(63).

A.MS.8p.

ArrangementofMaterials〔fortheMuseum〕.〔C.JulyrAugust,1886〕.(72).

A.MS.4p.

MuseumPlans.〔C.July-August,1鵬6〕.(72).

MS.(inanunidenti丘edhand,pOSSiblyofaJapanesetranslator).17p.

LettertoHenryM.Alden,editorofthe物ts抽nthly.1May,1888;
〔withprivatenotesoncollectingfortheMuseum.〕(98).

A.L.S.4p.

〔TherecentFineArtsexpeditiontotheKinai〕.〔C.September,1888〕.

(29).

A.MS.(intheguiseofathirdperson)8p.

ConditionsunderwhichplansmustbedrawnforconstructingtheBuilding

OftheNaraImperialMuseum.〔C.1約一.90〕.(61).

A.MS.2p.

「奈良帝国博物館(陳列館)建築計画の諸条件」『建築雑誌』ⅩCIII,1135

'(May,1978),Pp.87-89.

C.Kangakaiandotherlecturesandrelatedmanu甘Cripts

LectureonArtdeliveredbeforeTokioArtists;I&II〔incLomplete〕.10

April,1881.(1)0.

A.MS.112p.
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「東京の美術家達を前にして行なった美術に朗する議洩」F三彩』334(Jdy,

1975),pp.61-64;339(November,1975),pp.66-71;341(Janpary,1976),

pp.70-74.

LecturelV;〔sequeltotheabove?〕〔C.1881〕.(49).

A∴MS.15p.

[講演Ⅳ].『三彩』353(January,1977),Pp.92-95.

CanJapaneseArtbeRevived?〔27ApriL1884〕.(2)4.

A.MS.44p.〔TS.(14).20p.〕

「日本美術は復興できるか」『三彩』343(March,1976),Pp.68-69;345

(May,1976),pp.74-77.

JapanesePaintingintheFuture.llMay&7June,1884〔//倒hmeeting,

June8th//〕.(46).

A.MS.35p.

「日本絵画の将来」『三彩』349(September,1976),Pp.60,65;351

(Noveml光r,1976),pP.88-91.

〔Listofexhibits;theShijoschoolpaintings〕.押OrthellMaymeet-

ing?〕(55).

A.MS.2p.

HistoryofKwangakwai.てC.Iおcember,1884〕.(35).

A.MS.3p.andMS.(inanunidenti丘edhand)1p.

「鑑画会の沿革・前文」『三彩』343(March,1976),p.66.

ConstitutionofKwangakwai.〔C.EeCem玩r,1ち84〕.(18).

A.MS.21p.Ctwodrafts〕

「鑑画会会則」『三彩』343・(March,1g祁),pp.67-69.

FutureArtides~〔foFtheBdletindKalnga如i?〕〔C.Decemわer,1醜相

(31).

A.MS.2p.
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〔ThefutureofhistoricalpaintinginJapan〕.〔5April,18857〕(52).

A.MS.7p.

RemarksonJapaneSeArtingeneral.〔3May,1885〕.(84).

A.MS.20p.

〔Address〕deliveredatIbumuraro.〔19September,1886〕.(2).

A.MS.8p.

TheFutureofJapaneseArtIndustries.〔26February,1888〕.(34)・

A.MS.27p.

RelationofPaintingtoArtIndustries;〔addresstoKyotoartistsand

marlufacturers〕.〔C.May-August,1888〕.

A.MS.4p.

D.Othermanuscriptsonart

KanoTomonobu'sopinion;KanoYeitoku'sopinion〔ofthepaintingsin

Fenollosa'sandDr.WilliamSturgisBigelow'scollections〕.October,1882.

(47).

A.MS.24p.

Sumiyoshi〔Hirokata〕'sopinion;Kawasaki〔Chitora〕'sopinion.Decem-

ber,1882.(89).

A.MS.5p.

Yamazawa'sopinion.5March,1883.(96).

A.MS.3p.

TrarlSlationsofHonchoGwashi,VOIs.4&5andofDzueHokuJan,VOl.1;

〔withathree-pageOutlineprefacetothe"MutualInterrelationsofthe

AsiaticArts"].(91).

A.MS.100p.
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Dr.〔William〕Anderson'S"PictorialArts〔ofJapan(1886)〕.''〔Incomplete

draftofananonymousreviewofthebookinBlackwood'sMbgUzine,141

(1887)〕.(21).

A.MS.4p.

Truth,Goodness,BeautyandtheIdea.〔Draftfor「霊性の三元素」『哲学

雑誌」II,16(5May,1889)withrelatedfragments〕.(93).

A.MS.6p.

AppliedPhilosophy.〔C.1889〕.(93,72&97)・

A.MS.4p.,2p.&4p.

〔Truth,gOOdness,beautyandreligion〕.〔Relatedtotheabovetwo

entries?〕(93&97).

A.MS.5p.&3p.

〔HishikawaMoronobu〕.Fragment.(97).

A.MS.1p.

〔TheinfluenceofJapaneseartintheWest〕・〔AfterOctober,1887?〕

(97).

A.MS.1p.

E.Buddhhismandothermiscellanies

〔DiaryofatriptoNikko,WhereFenollosaandhiswifeencounterthe

partyofGen.UlyssesS.Grant,theex-PresidentoftheU.S.〕.〔10-24〕

July,〔1879〕.(2)1.

A.MS.〔withsketches〕.54p.

OutlineofSociology;OutlineofHistoryofPhilosophy;AppliedPhi-

losophy-PhilosophyofEthics;PhilosophyofPolitics;PhilosophyofArt;

PhilosophyofReligion.〔RelatedtoFenollosa'scoursesatTokyoUniversity
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andpartlyto(93)and-(97)oftheprecedingheading?〕〔Before1886?〕(72).

A∴MS.12p.

StudiesofBuddhism.27June,1885.(3)l

A.MS.20p.

山口静r一「フーェノロサと仏教一党え喜一」月苫屋0Ⅳ(埼玉大学),10(1976),

pp.47-51.

TheFuturePrivateArchitectureofTokioatleast.〔C.1887-88?〕(5)0.

A.MS.〔withplans〕.11p.

LettertotheEditoroftheLibht〔writteninresponsetoNewtonCros・

land'misleading'allusiontoBuddhisminJapaninthemagazine(8June,

1889)〕.//28July,1889//;February,1890.(100).

A.L.S.3p.

F.RevisitingJapan,1896-1901

0deonRe-incarnation.〔C・AugustrSeptember,1896〕.(69).

TS.25p.

AkikoMurakata,"ErnestF.Fenollosa'S`OdeonRe-incarnation',"助rvard

LibrtlryBulletin,ⅩⅩI,1(January,19m),,・pp.50」72.

Bene丘tofCommerceinArtIndustryforJapan.260ctober,1896.

〔Synopsisofanadふessgive件attheImpeFialHotel,Tokyo〕.(11).

A∴MS.7p.

BijutsuKiokwai-Uyeno;〔synopsisofanaddress〕.28rOctQber,1896.

(12).

A.MS.2p、

TheD旭ty由ldrOpportunityofJap初tOWardtheWholeWorld;〔outhn賠

Ofalecture〕.C.Latter'halfofI8酪(23)t.
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A.MS.9p.

〔Noteson丘nearts〕.〔Relatedto無名氏「フェノロサ氏の審美所見」『太

陽』(5November,1896),pp.150-154?〕(97).

A.MS.1p.

Whyhasatruephilosophyofartneveryetbeenwritten?Incommenclng

aseriesofarticlesfortheSun〔『太陽』〕uponFineArt.〔C.October,

1896?〕(95).

A.MS.S.8p.

TheAbuseoftheNudeinArt.〔Draftofanarticleforthe血r励si,

III,24(20January,1898)〕.(1).

A.MS.2p.

PreliminaryLectur¢SOntheTheory・OfLiterature;〔courseoflecturesto

thegraduatingclassinErlglish〕.HigherNormalSchool,Tokio.〔Begun〕

25January,1898.(77).

A.MS.107p.

II.TheAmericanManuscripts,1890-1901

A.Datedarld.datableMSS.

SomeLessonsofJapaneseArt;〔outlineofalecturedeliveredatthe〕

EssexInstitute,Salem.20April,1891.(87).

A.MS.4p.

JapaneseArt;〔draftoftheabovelecture〕.(3)0.

A.MS.16p.

〔MypositioninAmerica;amanifestofmission〕.1May,1891・(60)・

A.MS.4p.
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ThelessonsofJapaneseArt-readatMr.Frothingham,S;〔forYale

ArtSchool,NewHaven〕.November,1891.(54).

A.MS.17p.

EasternArtandWesternEducation.〔Outlinesandadraftofanaddress

for〕theNewYorkArchitecturalLeagueatMorello'S.7December,1891・

(25&26).

A.MS.8p.&5p.

//WhatArtis-Primary〔?〕Course//.26March,1892・〔Address,reVised

andpublishedas"TheNatureofFineArt,"theLoiosIX,9&10(March

&April,1896)〕;printer'scopy.(64).

A.MS.S.47p.

〔TheHistoryofJapaneseArt;the丘rstofthreeillustratedlecturesgiven

attheAcademyHall,Salem〕.〔19April,1892〕.(48),

A.MS.4p.

OrientalPoetryinrelationtoArt.〔Outlineofalecturefor〕theFolklore

Society.8June,1892.(71).

A.MS.S.4p.

AComparisonofChinese&JapaneseTraits-intheirhistoricaldeve-

lopmentand丘nalresults.〔Fragmentsofanarticle,"ChineseandJapanese

Traits,"theAilanlicMbnthly,69(June,1892)〕.(17).

A.MS.4p.

Insu伍ciencyofModernConceptionofArt.〔Outlineofalecturegiven

at〕Mr.Dow'S〔School〕.31January,1893.(43).

A.MS.3p.

TheInfluenceofJapaneseArt.AfterlMay,1893.(42).

A.MS.10p.

〔AddresstotheJapanesedelegationattheChicagoFair〕.〔C.May,
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1893〕.(24).

A.MS.15p.

〔OriginalprefacetoEastan・dWbst,TheDiscoveYy(げAmericaandOther

mems(1893)?;thepublishedprefaceisdated,150ctober〕.Twodrafts.

(24).

A.MS.40p.

PrefacetotheSecondEdition.〔Relatedtotheaboveentry,butprobably

later?〕(97).

MS.(inanunidenti丘edhand)2p.(fragments)

〔Fragmentarydraftsfor"ContemporaryJapaneseArt,"CenturyZllus一

名αねd,46(August,1893)〕.(19,97&45)

A.MS.S.3p.,4p.&1p.

InnuenceofGeneralArt-Educationuponacivilizedpeople.〔Lecture

atthe〕EnglishHighSchool.5January,1894.(41).

A.MS.7p.

In且uenceofArtEducationupontheSocialandMaterialProsperityofa

People.〔Almostthesamecontentastheabove〕.(40).

A.MS.9p.

PatriotisminArt・Remarksat20thCenturyClub,〔Detroit〕.23May,

1894.(76).

A.MS.2p.

IntroductiontoNaturebyArt,〔lecture〕givenatMrs.〔01e〕Bull,S.

December,1894.(44).

A.MS.5p.

AnecdoteofWeldon〔?〕andHearn.〔NotesonreadingLafcadioHearn,

GJ毎細目ゾ抗画面旋γノ勿α招,2voIs.(1894)〕.(8).

A.MS.5p.
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〔Outlineof〕address〔at〕NormalArtSch001.27June,1895.(3).

A.MS.4p.

〔Addressonarteducation;SynOpSisoftheaboveaddress?〕.(4).

A.MS.4p.

〔Outlineofcoursesoflecture〕,lstand2ndy〔ea〕rs,[reg〔ular〕Art

Class,〔PrattInstitute,NewYork〕;1896-7→CoursesofLecturesonthe

EvolutionoftheArtsofDesign-CourseofTwoLecturesonOrientalArt-

CourseofLectures,1897-8.180ctober,1895.(73).

A.MS.8p.

NewSystemofArtEducation.〔Notesforalecture〕.〔AfterOctober,

1895〕.(65),

A.MS.9p.

〔TheAbbeyandChavannespaintings〕・〔NotesforMuralPaintingin

純g月osわ柁P〟的Cエ蕗化り(1896)〕.(68).

A.MS.3p.

Notan.〔Notesforartclass〕.31January,1896.(66).

A.MS.7p.

〔IntroducingProf.Fenollosaintheguiseofathirdperson;fragments〕.

〔C.Endof1896〕.(97).

A.MS.2p.

NotesforaHistoryoftheInfluenceofChinaupontheWesternWorld.

//first//aspresentedbeforeSeminarA〔ProfessorFriedrichHirth,

ColumbiaUniversity]-Whosespecialinvestigationis"TheInfluenceof

theEastuponEnglishLiteratureintheXVIII&ⅩIXthCenturies.''18

December,1900.(67).

A.MS.145p.
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B.UndatedMSS.,C.1890-96

〔Statementandoutline;philosophyofart,historyofart,andpractice

Ofart〕.(32).

A.MS.2p.

WhatArtis-Synopsis〔ofalecture〕.(94).

A.MS.3p.

〔Thetruemeaningoffinearts〕.〔FirstlectureatDow'sschool?〕(92)・

A.MS.12p.

〔Notesfor〕SecondLecture-AnalysisandSynthesis〔at〕Dow'S.(50)・

A.MS.4p.

TheIndividualityofArt.〔Thirdlectureat〕Dow'S.(39).

A.MS.6p.

TheRelationofArttoReligion.〔FourthlectureatDow'S?〕.(81&97).

A.MS.2p.&7p.

TheRelationofArttoLife.〔Summaryofalecture〕.(80).

A.MS.1p.

〔Imagination;introductiontotheoldmaster'spaintingstobeshownin

anartclass〕.(37).

A.MS.1p.

Subjectsforlectures.(88).

A.MS.4p.

〔Artinpublicschooleducation〕.〔Notesforanaddresswrittenonthe

BostorlMuseumnotepaper〕.(9).

A.MS.6p.

Boston,spresentopportunitywithJapaneseart.〔Twodraftsofalecture〕・
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(13).

A.MS.7p.

〔IntroducingMrs.MillwardAdamstoBostonaudience〕.(58).

A.MS.1p.

〔ArtteachinginpublicschooIs〕.〔Notesforalecture〕.(10).

A.MS.4p.

〔Lectureontwoviewsofartgivenat〕Cornell〔University〕.(51)・

A.MS.4p.

〔ThedifferencebetweenEasternandWesternart〕.〔Draftofalecture〕・

(20).

A.MS.4p.

TheMeaningofFineArts.〔Draftofatreatise〕.(57).

A.MS.51p.

〔NotesonarteducationintheWest〕.(6)0.

A.MS.2p.

IdealismandRealism.〔Draftofalecture〕.(36).

A.MS.4p.

CourseofNineEntertainments-CourseofFifteenEntertainments.(72),

A.MS.14p.

〔FivefundamentalprinciplesofBuddhism〕.〔Fragmentarynote〕.(72).

A.MS.lp

〔Subjectsforarticlesorlectures;withsomeprivatenotes〕.(97).

A.MS.3p.

Sunshine;〔fragmentofprivatenotes〕.(97).

A.MS.1p.
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